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桜島・引ノ平の噴気温度変化＊
 

Temperature variation of fumarolic gas at Hikinohira, Sakurajima Volcano. 
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 桜島では引ノ平や有村地区で水蒸気の噴気が定常的に見られており，サーミスタ温度センサを用い

て，その温度を測定している． 

2015 年８月 15 日の群発地震活動の５日ほど前から引ノ平(HIK)の噴気温度が 10℃程度上昇した．し

かし、同程度の温度上昇はこれまでにも何度かみられたことがあるため，それぞれの変動原因につい

て丁寧に検討する必要がある． 
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第１図  桜島・引ノ平や有村地区で観測される噴気ガスの温度変化。国土交通省有

村川雨量を下段に示した。 

Fig.1 Temperature variations at HIK and ARW where weak fumaroles are present.   

Intense earthquake activities at Sakurajima volcano started August 15, 2015.    

 

 


